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北京で中日国交正常化５０周年記念事業開催 

 

商業モール U-Townにおいて記念事業開催  

９月２４日、２５日の両日、北京市内の商業モール内において中日国交正常化５０

周年記念事業が行われました。事業は日本大使館、中国日本商会、JNTO 北京、JETRO

北京等による記念事業実行委員会によるもので、会場内では日中企業による共同展示

や文化交流、青少年交流等のパフォーマンスも披露され、大勢の人でにぎわっていま

した。（池田） 

 

 

 

中日国交正常化５０周年記念式典参加 

 

９月２９日、北京市内の迎賓館「釣魚台国賓館」

において、中日国交正常化５０周年記念式典が行

われ、中日友好協会からの招待により出席の機会

をいただきました。日本を代表し、垂日本国大使

館大使は「人文交流と学びあいを強化し、両国友

好の民意的基盤をより強固なものにし、広めてい

くべきです。中日民間友好と地方交流は厚い基盤

と良き伝統があります。双方はより多くの交流プ

ラットフォ

ームを設け、

各分野、社会各層の友好の力を広く用いて、友好都

市、地方政府、青少年、メディア、シンクタンクな

どの人文交流を積極的に展開し、両国の人々が互い

を知り、親しくなることを促進し、両国の友好関係

が安定的かつ長期的に発展していくよう推進して

いくべきです。」とあいさつの中で述べられました。

（池田） 
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北京市内で日本食品展示商談会開催 

 

北京フード会（中国日本商会関連）

主催の「日本食品展示商談会」が、9

月 22日、北京市内のホテルで開催さ

れました。「ブルボン」や新潟米を取

り扱う「木徳神糧」他、井村屋、キ

ューピー、アサヒビールなど、中国

に進出している２７の食品関連会社

が出展しており、まぐろの解体ショ

ーなどのアトラクションもあって大

変盛況でした。新潟もお米（精米）だけでなく、一日も早く

日本酒の輸入が解禁されることを期待します。（池田） 

 

 

 

            民宿が大人気 

 

 「ゼロコロナ政策」を続ける北京で、海外旅行や国内旅行の代わりに 近郊の民宿

で連休や休日を楽しむ市民が増えています。民宿は、カラオケ

室やミニ映画館、果物狩りなど様々な娯楽・アクティビティー

を兼ねた宿泊先として、特に子供連れのお客さんに人気を集め

ています。 

わたしも初めて民宿を体験してみました。うちの家族を含め

て 五つの家族と一緒に「楽忘山房 28 号」という 280 ㎡の一

戸建てを借りて、忘れられない楽しい休日を過ごしました。           

今年ニューオープンした「楽忘山房 28号」は、子供たちが喜

ぶ、エンターテイメント要素が

満載の民宿です。チェックインを済ませてから、周辺を

ブラブラ歩いて散策してみるのも良いです。 

「楽忘山房 28 号」から５分ぐらい歩くと 白河湾と

いう川があります。山と自然に囲まれた清流で、子供た

ちと一緒に川の中で魚を観察したり、釣りにチャレンジ

してみたりしてもよいし、川岸に簡易テントを立てて 

コーヒーを飲みながら子供たちの姿を見て レジャー

気分を満喫することもできます。 

民宿に戻り、いよいよ室内で遊ぶ時間です。カラオケ室や卓球、ビリヤード台、ア

ーケードゲーム機、麻雀室、図書スペース、囲碁＆お茶スペース、室内ブランコなど

様々な楽しめる施設が用意されています。共有リビングルームも広くて 元気いっぱ

いな子供たちにぴったりで 子供同士が遊んで楽しめると同時に 大人たちもゆっく

りとくつろいだ時間を過ごすことができます。 

 楽しい時間があっという間に過ぎてしまって 子供たちはバイバイしたくない声

の中、帰ってきました。また今度の民宿を楽しみにしています。(郝) 
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通州運河森林公園で運河の魅力を感じよう 

 

国慶節連休に北京東部最大の公園「通州運河森林公園」のサイクリングコースに自

転車で行ってきました。 

通州運河は、古代京杭大運河の一部として、中国の南北の水運の重要な位置を占め

ていました。この運河は一千五百年余り前の隋朝ごろに、杭州から北京まで人工的に

掘られたものです。 

現在は運河として使われていないですが、近年、改造され、

元々あった生態公園に基づいて更に拡張し、運河沿いに森林

公園が造られました。植生が生い茂っていて、公園を貫くジ

ョギングコースやサイクリングコースが整備され、水運埠頭

では観光船に乗って運河の景色を楽しむこともできますし、

運河博物館、コンサートホール、スポーツトレーニング場も

あり、市民のレジャー施設として利用されています。最近、

人気上昇中のアウトドアスポーツのスタンドアップパドル

ボード競技もこの運河で開催されました。 

歴史的な運河が今は別の形で活気づいていて、いいなぁと

思いました。(ケイ) 

 

 

 

中国レポート  No.92 2022年 09月 

 

中国経済が依然苦戦している。前回のレポートでも述べたが、主要な要因は「米中

経済戦争」ではなく、都市封鎖、生産停止、外出制限などゼロコロナ（清零）政策に

よるものだ。深刻な状況にあるのは消費と雇用で、特にＧＤＰの約２５％を占める不

動産部門の落ち込みが激しい。不動産市場の下落は、消費需要に大きなマイナス効果

をもたらす。家計資産の約７割が不動産関連なので、支出の低迷に、更に輪をかける

事になる。このような状況の中、一部では住宅ローン返済を拒否する不動産購入者が

出ている。政府は、このような状況が微信などで拡散する事を恐れ、救済措置を検討

しているようだが、選択肢は限られている。収入のかなりな部分を土地使用権の売却

益から得ている地方政府も非常に苦しい。地方政府は不動産購入者と不動産会社双方

から支援を求められ、苦悩している。 

 これまで中国の成長をけん引してきた輸出は「ジグザグ行進」だ。直近８月の輸出

は３１４９億ドルで、対前年同月比＋７．１％と堅実だったが、対前年同月比＋１８％

だった７月に比べると落ち込んだ。８月の輸出相手先を見ると、米国向けが－４％、

ＥＵが＋１１％、ロシアが＋２６％（対ロ輸入は＋５９％）。もちろん貿易は相手の

あることで、相手国の経済状態や、全体的な世界経済の動向に作用される。欧米のイ

ンフレ圧力など、世界経済がパッとしない状況下、中国の貿易だけが大きく伸びる事

は考え難い。 

 光明も無いわけではない。消費のバロメーターである新車販売が上向いてきた事だ。

８月の新車販売は、前年同月比で＋３２．１％の２３８万３０００台だった。この内

乗用車は同＋３６．５％、電気自動車（ＥＶ）などの新エネルギー車は同２倍の６６

万６０００台と大幅に伸びた。輸出は同＋６５％の３０万８０００台と、単月で初め

て３０万台に乗った。中国政府が６月から採用した自動車取得税の半減政策が需要を
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伸ばした。 

各分野の潜在的需要はまだまだある。コロナに関して、厳しい管理、制限が緩和さ

れれば、これら潜在的需要が一気に解放されるだろう。中国経済成長の伸びしろはな

お大きい。 

 そのコロナ対策だが、親しい北京の友人の話では、これまでメディアなどは「清零」

（ゼロコロナ）という言葉を使っていたが、最近はほとんどが「動態清零」に代わっ

た。この「動態清零」は「清零」とは微妙に違う。「清零」は文字通り「ゼロコロナ」

なのだが、「動態清零」は出来る限りの予防を施し、感染が発生したら即時に抑え込

み、ゼロに近い方向に持って行くという事で、「即時」と「柔軟」と「ゼロに近い」

の意味が入っているそうだ。今は中国だけ完全にゼロにするのは不可能だというのは

共通認識となっている。それでもコロナ感染の抑え込みは、依然非常に厳しい。人口

１３００万人の東京では、１日の新規感染者数が１万人前後でも、それほど緊張感は

無いし、政府や都庁も特に新しい措置は採っていない。ところが人口２２００万人の

北京では、１日の新規感染者数が数十人出ただけで、出た地域は全員ＰＣＲ検査、外

出禁止などの措置が取られる。中国は広いので、１つの地域で抑え込んでも、まるで

「モグラ叩き」のように、どこかでコロナが顔を出す。その度に厳しく「叩く」わけ

だ。９月初旬の段階で、感染の焦点は大連（遼寧省）と成都（四川省）となっている。

この２市を含め、約２億９０００万人が何らかの厳しい行動制限下に置かれている。

総体的にコロナは下降線を辿っているが、あまりにも厳しい措置に国民、市民のフラ

ストレーションは溜まりに溜まっている。経済も大きな打撃を受け、今年第２四半期

の成長率は０．４％まで落ち込んだ。これでは経済が持たないので、１０月１６日に

開催される第２０回党大会以降は、余程の事が無い限り緩和されるとの見方が多い。 

 さて、第２０回党大会だが、習近平体制の２期１０年が終わる今年の大会は「人事

の大会」でもある。指導部人事がどうなるか、特に「トップ７」（政治局常務委員）

と言われる最高指導部の構成がどうなるかは、今後の中国の方向を決定づける事にな

るので、人々の関心も高い。もうすぐ答えは出るわけだが、専門家や政治好きの友人

などの話を総合して、予想してみる。 

 党大会と全国人民代表大会（全人代）は密接に関連している。国家、国務院、政協

のトップ人事は、党内序列により以下のように決まる。 

党内序列第１位：党総書記、国家主席、中央軍事委員会主席 

党内序列第２位：全人代委員長か国務院総理 

党内序列第３位：全人代委員長か国務院総理 

党内序列第４位：政治協商会議（政協）主席 

党内序列第５位―第７位：党中央書記処書記、党規律審査委員会書記、国務院常務副

総理のどれかを担当。 

 以前は序列第２位者が全人代委員長、第３位者が国務院総理になっていた。それは

全人代が国務院総理を決めるので、組織上は全人代が国務院の上にあり、従って全人

代委員長の方が国務院総理より上位にあるからである。しかし、実際には国務院総理

の方が重い役職であるので、習近平体制になってから党内序列第２位者が国務院総理

（李克強）、第３位者が全人代委員長（栗戦書）になっていた。 

 鄧小平時代に党指導部の任期制が出来た。それは総書記以下の指導部は、１期５年

で２期まで。更に「７上８下」の原則があった。「７上８下」とは１期５年で２期ま

での原則の下で、党大会の時点で６７歳以下であれば指導部に残る資格があり、６８

歳に達すれば自動的に引退するというものである。しかし、これはいわば慣例であり、

党規約に書かれた正式なものではない。この１期５年で２期まで、「７上８下」の原

則は、全人代、政協にも適用されていて、国家主席は１期５年で２期までというのが
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憲法で決まっていた。 

 この原則は２０１７年の憲法改正で一部が修正された。それは国家主席に関し、 

１期５年で２期までという規定が外れたのだ。つまり国家主席は、憲法上では任期制

限も年齢制限も無くなった。国家主席は誰でもなれるわけではなく、党内序列第１位

者しかなれないので、事実上党内序列第１位者だけは、１期５年で２期まで、「７上

８下」の原則に制約されない事になったわけだ。 

 では具体的な人事を考えてみよう。党内「トップ７」は、序列順に、習近平、李克

強、栗戦書、汪洋、王滬寧、張楽際、韓正の７人だ。「７上８下」原則に従えば、習

近平（６９）、栗戦書（７２）、韓正（６８）が引退することになる。しかし、国家

主席の習近平は続投が可能になり、すでに党、政府、軍の支持を得たと言う。すると

引退者は栗戦書と韓正の２人だ。この２人の穴は、政治局委員（２５人）の中から補

充されることになる。政治局委員２５人を「７上８下」で見ると、残れるのは丁薛祥

（６０）、李強（６３）、李希（６６）、李鴻忠（６６）、陳全国（６６）、陳敏爾

（６２）、胡春華（５９）、黄坤明（６５）、蔡奇（６６）の９名だ。トップ７に入

る新しい指導者は、２期１０年務めるのが望ましい。すると５年後の次の党大会時に

６７歳以下であることが望ましい。とするならば、李強、李希、李鴻忠、陳全国、黄

坤明、蔡奇は年齢的に難しくなる。ただ李強は別かもしれない。１つには、習近平と

の関係が非常に密接である事、もう１つは上海の党委員会書記は必ずトップ７に入れ

ると言うのがこれまでのやり方だ。現在のトップ７の韓正は、かつて上海の党委員会

書記だった。その韓正が引退するので、その後釜に李強が入るだろうと予測する見方

が多い。すると残りの席はあと１つだ。その席を争うであろうと言われているのが丁

薛祥、陳敏爾、胡春華だ。ずばり入るのは胡春華であろう。胡春華はその能力を買わ

れ、習近平体制が発足した時、次世代のホープとしてトップ７入りが期待されていた

が実現しなかった。胡春華はどちらかと言えば胡錦濤―李克強につながる「青年団」

系であり、習近平直系ではない。逆に習近平直系の丁薛祥や陳敏爾を入れたら、新指

導部は習近平色が強すぎて「挙党体制」にはならない。要らぬ反感を買うのを避ける

なら、胡春華を入れるのが習近平体制を安定させるためには必要だろう。 

 党大会人事ではないが、ポスト李克強の国務院総理が誰になるかも大きな関心事だ。

李克強はすでに来年の全人代で首相を引退する事を表明している。一部には李克強と

関係の良い胡春華待望論もあるが、これまでの慣習に従うなら、党内序列３位以内に

入ることが、国務院総理になる条件だ。習近平は別にして、現在の党トップ７のうち、

「７上８下」原則に従い、栗戦書と韓正が引退するなら残留は５人で、下から上がっ

てきた２人の新人がいきなり党

内序列３位以内の入ることはあ

り得ない。胡春華がトップ７に

入っても、国務院総理になる事

はほぼ無いだろう。新たなトッ

プ７で予想される序列は、１位

習近平、２位李克強、３位汪洋、

４位王滬寧、５位張楽際で、下

から上がる２人は６位と７位に

なるだろう。李克強は国務院総

理を下りて全人代委員長になる

だろう。すると序列３位になる

汪洋が国務院総理になるのが一

番自然だ。これまでの習近平体

【筆者プロフィール】 

 西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏 

 １９４４年生まれ 

⚫ 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園 

寺公望氏を曾祖父に持つ。  

⚫ 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・

日中文化交流協会常任理事）の長男。 

⚫ 北京大学経済学部卒業 

⚫ 朝日新聞社に在籍中は、日中関係の調査研究室長

などを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあ

たる。 

⚫ 現在工学院大学客員教授、北京大学客員教授、伝

媒大学客員教授、北京城市大学客員教授 
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制は、習近平が党務と全般の外交を、李克強が内政と経済を担当してきた。汪洋は経

済に強いので、李克強の後継者となるのは適任と思われる。汪洋は日本の経済界にも

広い人脈があるので、日本にとっても悪くない人事である。（２０２２年９月２９日）

（止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-bj.net 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 
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